
 

 

 

 

ねらい  

 まとまりのある英文を読み，解答に必要な情報を理解しながら，書き手の伝えたいことや文の概要を正 

しく読み取る力を育成する。 

 

学習指導要領における内容 

 ２（１）ウ（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 

指導のポイント 

○ 導入段階で，既習の語彙や文法についての確認と，読ませる英文の内容に興味を持たせるためのイ 

ンタラクションを行い，生徒の持つスキーマを活性化させる。 

○ まとまりのある英文を読ませるために必要な時間を設定する。 

○ ワークシートを用いて，ペアで読解に取り組み，文章の概要を把握させる。 

○ 終末時に Post-test を用いて，学習内容の定着を図る。 

○ 学習した内容に関連する質問に取り組ませ，発表させる。 

 

授業アイデア例 

主な学習内容 指導上の留意点 

１ Pre-reading activity 

○ 既習の語句や文法などについての一問一 

答を通して，既習事項の確認をする。 

○ 英文の題材と関連する写真から，これまで 

の学校生活での知識や経験とこれから読む

文章の内容を関連付ける。 

 

 

２ While-reading activity 

○ ペアでワークシートを用いて，読解に取り 

組み，文章の概要の理解に必要な質問を尋ね

合いながら，文章の読解を進める。 

 

 

３ Post-reading activity 

○ Post-test を用いて，定められた時間内に 

問題を解き，ペアで採点し，本時の学習内容

が理解できたか確認する。 

○ 文章の内容と関連した質問に取り組み，自 

分自身の考えをまとめ，発表する。 

○ 語彙や文法，文章の場面背景を想起させな 

がら，生徒のスキーマを活性化させる活動 

 ・ 文中で使われる語句や中心的な文法など

から発問する。 

・ 英文の内容と関連する写真などを用いて，

生徒の経験や知識と文章を関連付けて理解

できるように，スキーマを活性化させ読解

への関心・意欲を高めさせる。 

○ 協働的な学習を通して，文章の内容理解に 

深まりを持たせる活動 

 ・ インフォメーション・ギャップを取り入

れたワークシートを用いて，ペアで協働的

に読解に取り組ませ，文章の概要を読み取

らせる。 

○ 学習内容の定着を図り，理解から表現に発 

展させる活動 

・ 学習内容の定着を図るために，文章の内 

容に関する問題を解かせ，内容が理解でき

たかを確認させる。 

 ・ 学習内容の理解・確認後に，文章の内容 

と関連した生徒自身に関する質問に取り組

ませ，発表させる。 

【授業法改善に向けての参考例「３年・読むこと」】 

「まとまりのある英文を読み，書き手の意向を正しく読み取りながら，概要を把握する力を育成

する授業例」 



授業実践例 

単元 New Horizon3 Presentation3 中学校生活 Challenge 

While-reading Activities Plans 

① 読解を進めるために，インフォメーション・ギャップを取り入れた図のようなワークシートを 

使い，ペアで問題解決のための質問を尋ね合わせ，協働的に文章の概要を把握させる。 

○ ワークシート１と２ではブランクの部分が異 

なり，生徒がお互いに読解を進める中で，図の   

質問を尋ね合わせ，解答を導き出す。 

② 読解を進めるための別のアイデアとして，図のようなワークシートを使い，個人で読解を進ませ 

ながら，ブランクに英語・日本語を記入させ，英語での質問に取り組ませることで，英文の内容を 

把握させる。 

○ １番は本文につい 

てのあらすじをまと  

める問題であり，対 

象学級の学力に応じ 

て，どちらを使うか 

を決めてもよい。 

○ ２番は本文の内容 

に関する質問であり， 

生徒がまとめた内容 

を振り返りながら， 

英語で質問に答える。 

 

 

Post-reading Activities 

① ポストテストを行い，重要語句や文法，学習内容の定着を図る。 

○ 学習内容の理解を確認するために右の図のようなポストテス 

トを行う。問題は公立高校入試の３のような形で作成し，実践   

的な力を伸ばせさせるように工夫する。 

○ ポストテスト後に，文章の内容と関連した下の図のような質問 

に取り組み，発表をする。 


